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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文はシダ植物の真嚢シダ綱に所属するハナヤスリ目のハナワラビ科（BOtrychiaceae）の植物
45種11変種を含む56分類群についての形態1分類学的研究である。内容は大きく二つに分けられ
る。第一は上記45種について生育型ヨ裸葉ヲ実葉ヨ共通柄、根茎及び芽型などの外部形態と維管束
走向などの内部形態ヨさらに胞子の形態と染色体数などを詳しく研究して、それぞれの種を明確に
しラより正確な記載を行った。第二は上記の内部や外部形態の諸形質ヲ特に胞子の形質に基づいて
ハナワラビ科の新しい分類体系を作りあげたことである。著者のシステムによるとハナワラビ科に
はヨヒメワラビ属ヲオオハナワラビ属ラアリサンハナワラビ属ラナツノハナワラビ属およびミヤコ
ジマハナワラビ属の5属9節が含まれる。また著者は上記の形質を精査した結果事新たな分類群と
して新種4ヨ新変種4及び新雑種3の設立を提唱した。
　本論文中で属および節の階級の分類基準として著者が最も重視した形質は胞子の形態である。著
者はまず輪郭の形状からヨ胞子を球形，球状正三角形う正三角形ヲ凹縁正三角形の4型に大別し，
さらに表面の模様と微細な彫紋に注目しラ走査電子顕微鏡を用いてこれを精査しラ洗状紋ヨ網状紋ヨ
線状紋ヨ凸蠕虫状紋などの形状のあることを発見しラこれらの特徴に基づいて科の内部の分類を行っ
た。その結果，作成した分類体系は，従未ヨ裸葉、芽型ラ根茎あるいは共通柄内の維管束の走行様
式などに基づいた分類体系と基本的には矛盾するものでなかった。このことは胞子の形態は系統類
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縁関係を反映する分類基準であることを示している。
　著者はさらに多くの種について染色体数を調ベラこの植物群は染色体数ザ45を基準とする倍数関
係及び異数関係にあること。および胞子の大きさと表面の彫紋は染色体数が増加するに従ってより
大きく複雑になる傾向を示すなど、染色体数と胞子の形態と大きさには密接な関係のあることを明
らかにし雪またこれらの事実からヨ胞子の大きさや形態を知ることにより，それぞれの種の染色体
数を類推することも可能にした。さらに著者はこの植物群の地理的分布を調査し，染色体数は分布
とも関運をもつことも明らかにした。
審　　査　　の　　要　　旨
　永年に亘ってシダ植物盲ハナワラビ科の分類学的研究に従事し。主として日本および近隣産の45
種についてヨ外部および内部形態，胞子，染色体および分布状態を丹念に研究してそれぞれの種の
再記載を行った著者の功績は大きい。さらに著者は走査電子顕微鏡を用いて行った胞子の形態を重
要な分類基準にとりあげ雪この植物群の新分類体系を提唱した。この体系は複数の形質に基づく従
来の分類体系と基本的に一致するものでありヨこの事実から著者は，胞子はよく系統を反映するす
ぐれた分類形態となることを実証した。この研究手法は櫃物分類学研究の一つのあり方を示したも
のでありヨ著者のカ量は高く評価される。
　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。
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